デジタルアニメーションの先駆者として確固たる評価を得ているGONZO。テレビアニメ、OVAをはじめ、『ブレイブ ストーリー』（06）、『アフロサムライ』（07）など劇場映画も手掛け、アニメスタジオとしては一大ブランドであるGONZOが放つ初の実写作品が、青春☆ロボットムービー『ROBO☆ROCK［ロボ☆ロック］』だ！

うだつのあがらない便利屋のマサルは、ある日ニラサワという役所勤めのオタクな男から依頼を受ける。それは、ランドツェッペリンという幻のロボットを起動させるために、マサルの声が必要だという素っ頓狂なものだった。マサルの彼女キリコは5,000万円ならOKと吹っかけるが、真に受けたニラサワは、地球を救うためだとバイトをはじめる。一方マサルは親友コウと共に引き受けた仕事でハメられてしまい、絶体絶命のピンチに。果たしてマサルの運命は？ そしてランドツェッペリンは実在するのか!?

ハイスペックなフルCGとのリアリティ溢れる融合こそ本作の醍醐味。巨大ロボット・ランドツェッペリンが轟音と共に姿を現し、悪人達を追い回す様は想像を遥かに超えた大迫力！ 実写版ロケットパンチをこの眼にすることが出来る、スケール感の大きな痛快作となった！！

さらに、主題歌にはカリスマ的人気を誇るロックバンド、ザ・クロマニヨンズが最新アルバム「CAVE PARTY」の中から「東京ジョニー  ギター」を提供。疾走感タップリのギターサウンドで盛り上げる！

監督は、伊藤英明主演作『ブリスター！』（00）でガジェット感タップリのSF青春映画で話題をさらい、ゆうばり国際ファンタスティック映画祭でファンタランド大賞を受賞した須賀大観。話題のコミック『最終兵器彼女』（06）や走り屋のバトルを描いた『スピードマスター』（07）など、疾走する青春とアクションの融合には定評が。

主役マサルを演じるのは『パッチギ！』（05）で日本アカデミー賞新人俳優賞を受賞し、進境著しい塩谷瞬。『Dr.コトー診療所』（03）などテレビドラマから、『龍が如く 劇場版』（07）、『赤い文化住宅の初子』（07）、『青空のルーレット』（07）など話題作、公開準備作が目白押しの期待の新鋭だ。

ニラサワ役には、長塚圭史率いる劇団、阿佐ヶ谷スパイダースの看板役者・中山祐一朗。明治大学在学中より演劇に目覚め、旗揚げ直後の阿佐ヶ谷スパイダースに参加。03年の公演『ともだちが来た』では演出も手掛けている異才。

ストーリーを引っ掻き回す紅一点キリコには、資生堂のCM『マジョリカマジョルカ』でも注目の美波。女優としても、中学2年生時に出演した『バトル・ロワイアル』（00）で注目を浴び、『富江 REVENGE』（05）、『さくらん』（07）といった話題作に立て続けに出演。現在は舞台にも力を入れている。

脇を固めるのは、マジなボケも見せつつ平気で人を裏切る斡旋屋イブセを嬉々として演じている遠藤憲一。邦画界に欠かせない存在感を放つ名優であり、狂気を孕んだ表情、凄みは天下一品。マサルの親友・コウを演じるのは『69 sixtynine』（04）、『カナリア』（05）等の本多章一。他にも、『天然コケッコー』（07）、『アヒルと鴨のコインロッカー』（07）で進境著しい岡田将生、さらにはWAHAHA本舗出身の怪優・村松利史、『人造人間キカイダー』シリーズの私立探偵ハンペンことうえだ峻、音楽番組のパーソナリティやナレーターとしても人気で、須賀作品常連の鮎貝健、一瞬見れば忘れられなくなる我修院達也など、クセのある役者陣が勢揃いしているのも見逃せない。

そしてランドツェッペリンを手掛けたのは、造形作家として名高い鬼頭栄作。オーガニックなフォルムを得意とする氏が、ドイツの軍事機械をモチーフに仕上げた力作だ。VFXは、GONZOブランドが世界に誇るゲネロ・スタジオが手掛け、見事なクオリティの映像に仕上げている。

